
 

 

 

 

夏休み ８月１日（土）～８月２３日（日） 

 例年より短くなりましたが、夏休みが始まります。まずは健康

第一で、有意義な一日一日を過ごしてほしいと願っています。新

型コロナウイルス感染予防の取組も、継続してください。 

また、日頃できない学びにも挑戦してほしいと考えています。

この時期には、戦争や平和について考えるためのテレビ番組等も

放送されます。是非、命の大切さについて考える機会にしてほし

いと思います。 

 

戦争の傷跡 
今年は戦後７５年目。今から 15 年前の戦後５０年目にあたる年、当時勤め

ていた学校で地域の方から戦争体験談を募集したことがあります。 

一通の手紙が寄せられました。その手紙の中の「中国残留孤児の方々は幸せ

なほうだ。・・・」という一文に私は衝撃を受けました。戦争の結果、祖国に

帰れず中国に取り残された可愛そうな方々であるという私のそれまでの認識

がくつがえされたように思えたからです。その方は、これまで家族にも話した

ことがないという体験談を次のように手紙に綴ってくださっていました。 

 

「ソ連軍の侵攻により、線路伝いに逃げる途中、力尽きて母親の名前を呼びな

がら、倒れる者もいた。そのような人を助けたいが、自分が生きるためには見

捨てていくしかなかった。そんな厳しい状況の中、生き残ることができたのが

中国残留孤児の方々である。・・・・・」 

 

※中国残留孤児とは、１９４５年（昭和２０）８月、ソ連の対日参戦とそれに続く日本の敗戦で混乱を極

めた中国東北部（旧満州）において、家族にはぐれたり置き去りにされたりして中国人に育てられてきた

日本人の子どものことをいい、その数は、８，０００人とも１万人を超えるとも言われています。 

 

ある養父母の話です。（ＮＨＫスペシャル「大地の子を育てて」より） 

一人の中国人の女性が路地で着物の帯にくるまれた生れたばかりの赤ん坊を見つけた。女性はその赤

ん坊を連れ帰り、夫婦で話し合い、自分たちの子どもとして育てることを決めた。しかしその３日後、夫

は海岸で日本兵に殺されたのである。親戚や友人は皆、「そんな日本人の子どもを育てるのはやめろ。」と

言ったが、その女性は「子どもには罪はない。」と、その子を自分の子どもとして育てたのである。 

 

ソ連軍の侵入と同時に日本軍に遺棄され、一切の保護を失った人々は、虐殺・暴行・飢餓・病気の地獄

をさまよわなければならなかったのです。そのような状況の中で、幼子を抱えた母親が想像を絶する悲

惨さのなかで、生きるために自らの子を手放さざるを得なかった例は数限りなくあったと考えられてい

ます。 

残留孤児とは、こうした状況の中で幸いに生き残り、善意の中国人の手で育てられてきた人たちなの

です。 

 （→裏面につづく） 
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『一人の笑顔のために』  

第１２号 

＜今後の行事予定＞ 

8/18(火)：生徒登校日 

8/24(月)：前期後半スタート 

     全校集会、整容検査 

8/25(火)～8/27(木) 

    ：前期期末テスト 

8/30(日)：PTA 美化作業（保護者のみ） 

9/13(日)：小中合同運動会 



実は私の義理の母（妻の母）も、運良く日本に帰ることができた一人です。当時幼かった義理の母を、

周囲の人は（足手まといになるから）『置いていけ。』と言ったそうです。しかし、（義理の母の）母親は

手放すことなく日本に連れ帰ってくれました。もし、義理の母がその時、日本に帰ってくることができな

かったら、私の妻は存在せず、当然現在の私の3 人の子どもも存在しなかったはずなのです。 

                                   

現在、日本に帰国されている残留孤児の方々もたくさんいらっしゃいます。しかし、そこに至るまでに

は、多くの課題があったそうです。自分の祖国、日本に帰りたいという気持ちと、これまで自分を育てて

くれた養父母を中国に残して行けるのかという葛藤の中で悩まれている場面がテレビでも放送されてい

ました。 

 戦後７５年目を迎えた現在、孤児の方々も、かなりの高齢となられています。戦後７５年経過した今で

も、戦争の傷跡は生々しく残っているのです。 この過ちを繰り返してはいけない。 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

7 月３１日（金）の夏休み前の全校集会で次のような話をしました。 

「お辞儀」「ゴミ拾い」素晴らしい日本の心 
昨年のラグビーワールドカップ、試合終了後、ニュージーラ

ンド代表の選手たちがスタンドの観衆に日本式のお辞儀で感

謝の意を表しました。日本人がオールブラックスのユニフォー

ムや T シャツを着て自分たちを応援してくれている。その姿

にニュージーランドの選手たちは感動されたのです。そしてそ

の感動した気持ち、感謝の気持ちを表すにはどうしたらよいか

考えた結果が日本のお辞儀だったのです。 

 

２０１８FIFA サッカーワールドカップの日本 vs ベルギー

戦。この試合では、日本代表は２点をリードしたものの、ベルギー代表に巻き返され２対３で試合は終了

しました。 

試合終了後、応援していた日本代表が敗退し、悔し涙を流すサポーターも多くいました。しかし、彼ら

はゴミ袋を取り出し、観客席を掃除し始めたのです。この試合だけではなく、グループリーグでもゴミ拾

いをする日本人サポーターの行動が話題になりました。 

また、日本代表がロッカールームを去る際、ベンチやロッカーをキレイに掃除したことも世界中で話

題となりました。日本の挨拶や礼儀などの文化は世界中から賞賛されているのです。 

 

ではなぜ、ラグビー選手やサッカーのサポーターや選手はそのような行動をとったのでしょうか。 

 

共通していることは、「感謝」する心だと私は思います。 

「お辞儀」や「ゴミ拾い」は、『感謝』の気持ちを行動で表しているのだと感じています。 

 

実は、三加和中でも同じような行動を毎日目にしています。朝、校門に立ち、生徒の登校の様子を見て

いると、正門で立ち止まって校舎に一礼をしてくれる生徒がいます。見ている私の方がすがすがしい気

分になるのです。多くの高校や中学校でも正門一礼を実施している生徒の姿をよく見かけます。学校に

よっては、正門のところに「正門一礼」と文字で書いてある学校もあります。三加和中には書いてありま

せん。書いてあるからするのではなく、書いてなくても実行できる三加和中生はすばらしいと感じてい

ます。 

また、４月・５月と休校だったため、特別にあいさつについての指導も本年度は行っていません。それ

でも、一礼を続けている３年生・２年生のみなさんの姿に感動するのです。是非、１年生もまねをしてほ

しいと思っています。 

 

世界の人々が素晴らしい日本の文化だと賞賛する「お辞儀」や「掃除」。世界のアスリートと同じよう

に、三加和中の生徒も様々な『感謝』を行動で表せる人になってほしいと願っています。 


